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あ
ら
ま
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埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
十
九
号
） 

（
産
業
人
材
育
成
課
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一 

趣
旨 

 
 

職
業
能
力
開
発
促
進
法
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一
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改
正
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伴
う
規
定
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を
す
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た
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改
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業
能
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促
進
法
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と
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規
定
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整
備
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す
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た
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公
布
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日 



条

例 

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
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上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
条
例
（
昭
和
六
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の 

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
一
号
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
五
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
第
十
五
条
の
六
第
四
項
各
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
四
項
各
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
た
だ
し

書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
三
項
」
に
改

め
る
。 
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、
公
布
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か
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施
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す
る
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手
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給
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則
の
一
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を
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す
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る
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成
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月
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埼
玉
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知
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上 

田 
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埼
玉
県
規
則
第
七
十
三
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玉
県
訓
練
手
当
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給
規
則
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埼
玉
県
訓
練
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一
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を
次
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よ

う
に
改
正
す
る
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第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各
号
」

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



                規   則 

 

 埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  平成27年10月23日 

                   埼玉県公安委員会委員長 阿 部 理 一 郎 

埼玉県公安委員会規則第12号 

   埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則 

 埼玉県道路交通法施行細則（昭和41年埼玉県公安委員会規則第２号）の一部を次のように改

正する。 

 別表２に次のように加える。 

 別記様式第１の８中「駐停車禁止及び」を削る。 

   附 則 

 この規則は、平成27年10月31日から施行する。 

 

317 一般国道468号（首都圏中央連絡

  自動車道） 

桶川市大字川田谷字諏訪南5359番２地先から 

久喜市菖蒲町上大崎字中手城1696番２地先まで 
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      平成２７年度埼玉県一般会計補正予算（第２号） 

 平成２７年度埼玉県一般会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ501,583千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,829,552,337千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 （債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の追加は、「第２表債務負担行為補正」による。  

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の追加及び変更は、「第３表地方債補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

9 国 庫 支 出 金     164,182,980  334,073  164,517,053  

2 国 庫 補 助 金  37,943,208  312,201  38,255,409  

3 委 託 金  6,058,559  21,872  6,080,431  

13 繰 越 金     552,754  1,510  554,264  

1 繰 越 金  552,754  1,510  554,264  

15 県 債     275,219,000  166,000  275,385,000  

1 県 債  275,219,000  166,000  275,385,000  

歳 入 合 計  1,829,050,754  501,583  1,829,552,337  

  



 

  

 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

5 労 働 費     6,210,749  21,872  6,232,621  

1 労 政 費  2,310,661  21,872  2,332,533  

6 農 林 水 産 業 費     22,711,625  56,804  22,768,429  

3 畜 産 業 費  1,310,455  56,804  1,367,259  

8 土 木 費     108,568,023  392,907  108,960,930  

2 道 路 橋 り ょ う 費  48,229,919  392,907  48,622,826  

11 災 害 復 旧 費     2,718,736  30,000  2,748,736  

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費  2,698,320  30,000  2,728,320  

歳 出 合 計  1,829,050,754  501,583  1,829,552,337  



 

 

第２表 債務負担行為補正 
 

 追  加                                                    （単位 千円） 

 事 項   期 間   限 度 額  

 
さいたま新都心医療拠点遠隔胎児診断支援システム 

整備事業 
  平 成 2 8 年 度   80,767  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第３表 地方債補正  

 

 追  加                                                         （単位 千円） 

起  債  の  目  的 限  度  額 起 債 の 方 法 利   率 償 還 の 方 法  

 

土 木 施 設 災 害 復 旧 事 業   9,000   

普通貸借又は証券発行（他 

の地方公共団体との共同発 

行を含む。）。ただし、発 

行価格が額面金額を下回る 

ときは、その発行価格差減 

額をうめるため必要な金額 

を限度額に加算した金額と 

することができる。 

  10％以内。ただし、利 

率見直し方式で借り入

れる資金について、利 

率の見直しを行った後 

においては、当該見直 

し後の利率とする。 

  政府資金についてはその融通 

条件により、銀行その他の場 

合はその債権者と協定した融 

通条件による。ただし、県財 

政の都合により据置期間を短 

縮し、若しくは繰上償還又は 

低利に借り換えることができ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 変  更                                                                                                         （単位 千円） 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

道 路 事 業   5,287,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他 

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合 

により据置期間を

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

5,444,000 

      

 

 

    

 

（  補正前に同じ。） 



      平成２７年度埼玉県一般会計補正予算（第３号） 

 平成２７年度埼玉県一般会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ156,536千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,829,708,873千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の追加及び変更は、「第２表地方債補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

9 国 庫 支 出 金     164,517,053  150,524  164,667,577  

2 国 庫 補 助 金  38,255,409  150,524  38,405,933  

13 繰 越 金     554,264  1,012  555,276  

1 繰 越 金  554,264  1,012  555,276  

15 県 債     275,385,000  5,000  275,390,000  

1 県 債  275,385,000  5,000  275,390,000  

歳 入 合 計  1,829,552,337  156,536  1,829,708,873  

  



  

 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

11 災 害 復 旧 費     2,748,736  156,536  2,905,272  

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費  2,728,320  156,536  2,884,856  

歳 出 合 計  1,829,552,337  156,536  1,829,708,873  



第３表 地方債補正  

 

 追  加                                                         （単位 千円） 

起  債  の  目  的 限  度  額 起 債 の 方 法 利   率 償 還 の 方 法  

 

農 林 施 設 災 害 復 旧 事 業   2,000   

普通貸借又は証券発行（他 

の地方公共団体との共同発 

行を含む。）。ただし、発 

行価格が額面金額を下回る 

ときは、その発行価格差減 

額をうめるため必要な金額 

を限度額に加算した金額と 

することができる。 

  10％以内。ただし、利 

率見直し方式で借り入

れる資金について、利 

率の見直しを行った後 

においては、当該見直 

し後の利率とする。 

  政府資金についてはその融通 

条件により、銀行その他の場 

合はその債権者と協定した融 

通条件による。ただし、県財 

政の都合により据置期間を短 

縮し、若しくは繰上償還又は 

低利に借り換えることができ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 変  更                                                                                                         （単位 千円） 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

土木施設災害復旧事業   9,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他 

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合 

により据置期間を

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

12,000 

      

 

 

    

 

（  補正前に同じ。） 



 

   平成２７年度埼玉県水道用水供給事業会計補正予算（第１号） 

 （総 則） 

第１条 平成２７年度埼玉県水道用水供給事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出） 

第２条 平成２７年度埼玉県水道用水供給事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 
収 入 

 

（単位 千円） 

 

 

科         目 既  決  予  定  額 補  正  予  定  額 計 

 第１款 事 業 収 益  48,352,363  3,578   48,355,941  

  第１項 営 業 収 益  42,798,240  3,578  42,801,818  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
支 出 

 

（単位 千円） 

 

 

科         目 既  決  予  定  額 補  正  予  定  額 計 

 第１款 事 業 費  46,257,191  3,578   46,260,769  

  第１項 営 業 費 用  40,433,394  3,578  40,436,972  

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
九
号 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 な

お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
十
月
十
三
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
木
の
家
だ
い
す
き
の
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

鈴
木 

進 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

（
変
更
前
）
埼
玉
県
所
沢
市
東
町
十
一
番
一
―
千
七
百
四
号 

（
変
更
後
）
埼
玉
県
所
沢
市
中
新
井
四
丁
目
十
二
番
四
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
住
ま
い
手
と
山
（
木
材
産
地
）
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
い
え
づ
く
り
、

地
域
の
風
土
に
根
ざ
し
た
い
え
づ
く
り
、
及
び
住
ま
い
手
と
つ
く
り
手
の
顔
が
見
え
る
い
え
づ

く
り
（
以
下
「
木
の
家
だ
い
す
き
の
い
え
づ
く
り
」
と
い
う
。
）
、
の
普
及
を
通
し
て
、
山
の

緑
の
保
全
や
自
然
と
共
生
す
る
い
え
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
森
と
都

市
の
交
流
を
通
じ
て
森
林
地
帯
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
号 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並

び

に

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

利

用

す

る

方

法

（

埼

玉

県

Ｎ

Ｐ

Ｏ

情

報

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
十
月
十
五
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
や
ま
日
本
語
塾 

三 

代
表
者
の
氏
名 

成
瀬 

英
二 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
狭
山
市
柏
原
三
千
百
六
十
一
番
地
の
百
十
九 

狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
五
十
二
―
四 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
外
国
語
を
母
語
と
す
る
人
（
以
下
「
外
国
語
母
語
の
人
」
と
す
る
）
に
対
す

る
日
本
語
学
習
支
援
、
教
育
支
援
等
を
行
い
、
併
せ
て
市
民
に
対
す
る
外
国
語
母
語
の
人
の
生

活
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
い
、
地
域
の
多
文
化
共
生
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
一
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 



１ 落札に係る建設工事の名称 

  大宮警察署等統合庁舎新築工事 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局施設課企画第二係 埼玉県さいたま市浦和区高砂

３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  平成27年９月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  斎藤工業株式会社 埼玉県さいたま市浦和区北浦和３丁目６番５号 

５ 落札金額 

  3,096,360,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成27年７月31日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
二
号 

 
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
六
号
（
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
条
例
別
表
第
一
の
知
事
が
別
に
定
め
る
額
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

表
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
予
防
接
種
の
項
金
額
の
欄
中
「
四
、
二
七
〇
円
」
を
「
四
、

九
二
〇
円
」
に
、
「
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
、
六
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。 

   
 

 
 

 

髄
膜
炎
菌 

一
回
に
つ
き 

 
 

二
三
、
二
二
〇
円 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
三
号 

 
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、

埼
玉
県
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
行
う
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

試
験
期
日
及
び
場
所 

 

二 

試
験
科
目 

 
 

人
体
の
仕
組
み
と
働
き
、
食
生
活
と
栄
養
、
薬
物
と
看
護
、
疾
病
の
成
り
立
ち
、
感
染
と
予 

 

 

防
、
看
護
と
倫
理
、
患
者
の
心
理
、
保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み
、
看
護
と
法
律
、
基
礎
看
護
、 

 

成
人
看
護
、
老
年
看
護
、
母
子
看
護
及
び
精
神
看
護 

三 

受
験
資
格 

 
 

次
の
イ
か
ら
へ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

 
 

イ 

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
二
年
の
看
護
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者 

 

（
平
成
二
十
八
年
三
月
に
修
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 

ロ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た 

 
 

 
 

看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
二
十
八
年
三
月
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 

ハ 

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科 

 
 

を
修
め
た
者
（
平
成
二
十
八
年
三
月
に
修
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 
 

ニ 

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
二
十
八
年
三
月
に
卒 

業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 

ホ 

外
国
の
看
護
師
学
校
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
を
得
た
者
で
、
厚
生 

 
 

労
働
大
臣
が
ハ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も 

 
 

の 

 

ヘ 

外
国
の
看
護
師
学
校
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
を
得
た
者
の
う
ち
、 

 
 

ホ
に
該
当
し
な
い
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
が
適
当 

 
 

と
認
め
た
も
の 

四 

受
験
手
続 

平
成
二
十
八
年 

 
 

 

二
月
十
四
日
（
日
） 

  
 

試 

験 

期 

日 

 
 

埼
玉
県
草
加
市
学
園
町
一
番
一
号 

 
 

獨
協
大
学 

 
 

 
 

 
 

試 
 

験 
 

場 
 

所 



 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
第
二
十 

七
条
に
規
定
す
る
受
験
願
書
及
び
書
類 

 

ロ 
試
験
手
数
料 

 
 

 

六
千
九
百
円
を
埼
玉
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と 

 

ハ 

受
付
期
日 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
一
月
八
日
（
金
） 

 
 

 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

 

二 

受
付
場
所 

 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

 

衛
生
会
館
二
階
五
二
一
会
議
室 

五 

合
格
発
表 

 

イ 

埼
玉
県
本
庁
舎
一
階
南
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
掲
示 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
十
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 

ロ 

埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
十
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
四
月
十
一
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 

    



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
四
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ベ
ル
ク
ス
草
加
青
柳
店 

 
 

 

埼
玉
県
草
加
市
青
柳
五
丁
目
二
十
二
番
二
十
二
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

（
変
更
前
）
（
仮
称
）
ベ
ル
ク
ス
草
加
青
柳
店 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
草
加
市
青
柳
五
丁
目
二
百
七
十
四
―
一
外
五
筆 

 
 

 

（
変
更
後
）
ベ
ル
ク
ス
草
加
青
柳
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
草
加
市
青
柳
五
丁
目
二
十
二
番
二
十
二
号 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
サ
ン
ベ
ル
ク
ス 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
サ
ン
ベ
ル
ク
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 



 
 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ス
ー
パ
ー
バ
リ
ュ
ー
越
谷
店
Ｈ
Ｃ
館 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
大
里
字
上
十
五
―
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

（
変
更
前
）
ス
ー
パ
ー
バ
リ
ュ
ー
越
谷
店
Ｈ
Ｃ
館 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
下
間
久
里
字
前
田
十
五
―
一
外 

 
 

 

（
変
更
後
）
ス
ー
パ
ー
バ
リ
ュ
ー
越
谷
店
Ｈ
Ｃ
館 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
大
里
字
上
十
五
―
一
外 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
イ
イ
ヤ
マ 

代
表
取
締
役 

飯
山
孝 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
大
里
七
百
二
十
七
番
地 

（
変
更
後
）
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
イ
イ
ヤ
マ 

代
表
取
締
役 

飯
山
孝 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
大
里
七
百
二
十
七
番
地 

 
 

 
 

 

有
限
会
社
平
総
合
開
発 

代
表
取
締
役 

平
人
司 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
下
間
久
里
六
十
番
地 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
六
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区

の
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変
更
及
び
当
該
計
画
の
変
更
に
伴
う
定
款
の
変
更

を
平
成
二
十
七
年
十
月
十
五
日
認
可
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

金
屋
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

本
庄
市 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
七
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
和
光
市
中
央
第
二
谷
中
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測

量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第

三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

和
光
市
中
央
第
二
谷
中
土
地
区
画
整
理
組
合 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
復
旧
測
量
、
基
準
点
測
量
、
出
来
形
確
認
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

和
光
市
の
一
部 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
八
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
業
務
、
四
級
基
準
点
復
元
測
量
業
務
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
南
部
建
設
事
務
所
管
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
八
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
九
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
さ
い
た
ま
市
区
域
線
測
量
業
務
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
南
部
建
設
事
務
所
管
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五

十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
号
で
告
示
し
た
川
越
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

川
島
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

川
越
都
市
計
画
下
水
道
事
業
川
島
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
六
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八 

 
 

 

十
一
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
三
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
告 

 
 

 

示
第
百
九
十
六
号
、
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
二
号
、
平
成
二
年
埼
玉 

 
 

 

県
告
示
第
六
十
六
号
、
平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
号
、
平
成
七
年
埼
玉
県
告
示
第 

 
 

 

三
百
九
十
九
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
号
、
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第 

 
 

 

七
百
三
十
二
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号
及
び
平
成
二
十
年
埼
玉
県 

 
 

 

告
示
第
四
百
七
十
号
の
事
業
地
に
、
川
島
町
大
字
上
伊
草
字
三
島
及
び
字
堤
外
蔵
主
、
大 

 
 

 

字
中
山
字
一
楽
の
各
一
部
を
加
え
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八 

 
 

 

十
一
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
三
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
告 

 
 

 

示
第
百
九
十
六
号
、
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
二
号
、
平
成
二
年
埼
玉 



 
 

 

県
告
示
第
六
十
六
号
、
平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
号
、
平
成
七
年
埼
玉
県
告
示
第 

 
 

 

三
百
九
十
九
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
号
、
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第 

 
 

 

七
百
三
十
二
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号
及
び
平
成
二
十
年
埼
玉
県 

 
 

 
告
示
第
四
百
七
十
号
の
事
業
地
に
、
川
島
町
大
字
上
伊
草
字
三
島
及
び
字
堤
外
蔵
主
、
大 

 
 

 

字
中
山
字
一
楽
の
各
一
部
を
加
え
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
一
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

和
光
市
越
後
山
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の

と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

退
任
し
た
理
事
の
氏
名
及
び
住
所 

 

神 

杉 

一 

彦 
 

埼
玉
県
和
光
市
中
央
二
丁
目
五
番
一
号 

 

冨 

澤 
 

 

登 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
五
番
八
号 

 

柴 

﨑 

豊 

明 
 

埼
玉
県
和
光
市
中
央
二
丁
目
四
番
三
十
九
号 

 

内 

藤 

八
十
一 

 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
町
一
丁
目
二
十
八
番
十
四
号 

 

千 

野 
 

 

浩 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
七
番
五
号 

 

冨 

澤 
 

 

忠 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
七
番
二
号 

 

富 

澤 

康 

治 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
七
番
九
十
号 

 

新 

坂 

信 

昭 
 

埼
玉
県
和
光
市
白
子
二
丁
目
十
番
三
十
号 

 

見 

留 

隆 

利 
 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
町
一
丁
目
二
十
一
番
十
二
号 

 
 

就
任
し
た
理
事
の
氏
名
及
び
住
所 

 

神 

杉 

一 

彦 
 

埼
玉
県
和
光
市
中
央
二
丁
目
五
番
一
号 

 

冨 

澤 
 

 

登 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
五
番
八
号 

 

柴 

﨑 

豊 

明 
 

埼
玉
県
和
光
市
中
央
二
丁
目
四
番
三
十
九
号 

 

内 

藤 

八
十
一 

 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
町
一
丁
目
二
十
八
番
十
四
号 

 

千 

野 
 

 

浩 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
七
番
五
号 

 

富 

澤 

康 

治 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
七
番
九
十
号 

 

新 

坂 

信 

昭 
 

埼
玉
県
和
光
市
白
子
二
丁
目
十
番
三
十
号 

 

見 

留 

隆 

利 
 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
町
一
丁
目
二
十
一
番
十
二
号 

 

関 

口 

泰 

典 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
六
番
二
十
三
号 

    



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
二
号 

 
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
十
一
条
の
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市

街
地
再
開
発
組
合
の
設
立
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

所
沢
東
町
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

組
合
設
立
か
ら
平
成
三
十
三
年
六
月 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
東
町
の
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
東
町
十
二
番
十
三
号 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

六 

事
業
年
度 

 
 

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

七 

公
告
の
方
法 

 
 

組
合
事
務
所
の
掲
示
板
に
掲
示 

八 

権
利
変
換
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
三
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称 

 
 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
持
田
九
百
七
十
三
番
地
一 

 
 

有
限
会
社
村
瀬
商
店 

二 

指
定
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
日 

 



告

示 

埼
玉
県
病
院
事
業
告
示
第
六
十
九
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日  

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 

 



１   購入案件名及び数量  

  手術用顕微鏡 一式  

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県立小児医療センター 用度担当 

  埼玉県さいたま市岩槻区馬込 2100 番地 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  平成 27 年 10 月５日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社イノメディックス 埼玉営業所 

  埼玉県さいたま市中央区新中里五丁目２２番２号 

５ 随意契約に係る契約金額 

  ３６，６１２，０００円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

   地方自治法施行令第 167 条の２第１項第８号に該当 

 

 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
七
十
号 

 
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
例
に
よ
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し

た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

滝 

瀬 

副 

次 
 

 
 

  

老
人
ホ
ー
ム 

種 
 

別 

社
会
福
祉
法
人
健
寿
会 

介
護
老
人
福
祉
施
設
川
口
ほ
ほ
え
み
の
里 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
川
口
市
大
字
西
新
井
宿

九
百
八
十
番
地 

所 
 

在 
 

地 



正

誤 

  
埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
八
号
（
平
成
二
十
七
年
十
月
十
六
日
第
二
千
七
百
四
十
号
）
中
訂
正 

 

七
ペ
ー
ジ
別
表
三
―
五 

  
 



誤 

                               
 

別
表
３
―
５

 
環
境
影
響
要
因
と
調
査
・
予
測
・
評
価
の
項
目
と
の
関
連
表
（
工
場
・
廃
棄
物
処

理
施
設
・
下
水
道
終
末
処
理
場
）

 

 

  

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

振
動

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
又

は
化

学
的
酸
素
要
求
量

○
△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

浮
遊
物
質
量

○
△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

窒
素
及
び
燐

○
△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

水
温

水
素
イ
オ
ン
濃
度

△
＊
３

△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

溶
存
酸
素
量

△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

そ
の
他
の
生
活
環
境
項
目

△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

健
康
項
目
等

○
△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

強
熱
減
量

過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ

ム
に

よ
る

酸
素
消
費
量

底
質
に
係
る
有
害
物
質
等

○
○

○
○

地
下

水
の

水
質

地
下
水
の
水
質
に
係
る
有
害
項
目

○
○

○

○
○

○
○

○

土
壌

○
○

○
○

地
盤

○
○

○
○

△
＊
２

○

○

動
物

○
△
＊
２

○

○
○

△
＊
２

○

○
○

△
＊
２

○

△
＊
１

△
＊
１

生
態
系

○
△
＊
２

○

○
△
＊
２

○

○
○

○

自
然
と

の
ふ

れ
あ
い
の
場

○
△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

○
△
＊
２

○
△
＊
２

日
照
阻
害

○
○

電
波
障
害

○
○

風
害

○
○

○
○

○
○

○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
＊
４

△
＊
５

△
＊
５

一
般
環
境
中

の
放

射
性

物
質
に
つ
い

て
調

査
、

予
測
及
び
評

価
さ

れ
る

べ
き
項
目

放
射
線
の
量

△
＊
７

△
＊
７

△
＊
７

△
＊
７

○
：
標
準
的
に
選
定
す
る
項
目
　
△
：
事
業
特
性
、
地
域
特
性
に
よ
り
選
定
す
る
項
目

＊
１
：
都
市
的
地
域
の
場
合

＊
２
：
立
地
条
件
に
よ
る

＊
３
：
沢
部
の
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
場
合

＊
４
：
業
種
に
よ
る

＊
５
：
フ
ロ
ン
等
を
含
む
廃
棄
物
を
処
理
す
る
場
合

＊
６
：
公
共
用
水
域
に
排
水
す
る
場
合

＊
７
：
放
射
性
物
質
が
相
当
程
度
拡
散
・
流
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

造
成

等
の

工
事

（
工
場

（
施

行
面

積
2
0
h
a
以
上

）
及

び
最
終
処
分
場
）

事
業
の
種
類

工
場
・
廃
棄
物
処
理
施
設
・
下
水
道
終
末
処
理
場

影
響
要
因
の
区
分

工
事

存
在
・
供
用

自
動

車
等

の
走
行

環
境
の
良
好

な
状

態
の

保
持

を
旨

と
し

て
調

査
、
予
測
及

び
評

価
さ

れ
る
べ
き
項
目

大
気
質

二
酸
化
窒
素
又
は
窒
素
酸
化
物

二
酸
化
硫
黄
又
は
硫
黄
酸
化
物

浮
遊
粒
子
状
物
質

炭
化
水
素

粉
じ
ん

大
気
質
に
係
る
有
害
物
質
等

騒
音
・

低
周

波
音

調
査
・
予
測
・
評
価
の
項
目

建
設

機
械

の
稼
働

環
境
影
響
要
因
の
例

資
材

運
搬

等
の

車
両

の
走
行

騒
音

低
周
波
音

振
動

悪
臭

臭
気
指
数
又
は
臭
気
の
濃
度

特
定
悪
臭
物
質

地
象

土
地
の
安
定
性

地
形
及

び
地

質
（

重
要

な
地

形
及

び
地

質
を

含
む
。
）

表
土
の
状
況
及
び
生
産
性

水
質

公
共

用
水

域
の
水
質

底
質

水
象

河
川
等
の
流
量
、
流
速
及
び
水
位

地
下
水
の
水
位
及
び
水
脈

温
泉
及
び
鉱
泉

堤
防
、
水
門
、
ダ
ム
等
の
施
設

生
物
の
多
様

性
の

確
保

及
び
自
然
環

境
の

体
系

的
保
全
を
旨

と
し

て
調

査
、
予
測
及

び
評

価
さ

れ
る
べ
き
項
目

保
全
す
べ
き
種

○

植
物

保
全
す
べ
き
種

植
生
及
び
保
全
す
べ
き
群
落

緑
の
量

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系

○

人
と
自
然
と

の
豊

か
な

ふ
れ
あ
い
の

確
保

及
び

快
適
な
生
活

環
境

の
保

全
を
旨
と
し

て
調

査
、

予
測
及
び
評

価
さ

れ
る

べ
き
項
目

景
観

景
観
資

源
（

自
然

的
景

観
資

源
及

び
歴

史
的

景
観
資
源
）

眺
望
景
観

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

史
跡
・

文
化

財

指
定
文
化
財
等

埋
蔵
文
化
財

日
影
の
状
況

環
境
へ
の
負

荷
の

量
の

程
度
に
よ
り

予
測

及
び

評
価
さ
れ
る
べ
き
項
目

廃
棄
物
等

廃
棄
物

残
土

雨
水
及
び
処
理
水

温
室
効

果
ガ

ス
等

温
室
効
果
ガ
ス

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質

工
場
（

施
行

面
積

2
0
h
a
以

上
）

及
び

最
終
処
分
場

放
射
線
の
量

施
設
の
稼
働

造
成
地
・
施
設
の
存
在

廃
棄

物
最

終
処
分
場

下
水

道
終

末
処
理
場

産
業

廃
棄

物
中

間
処

理
施
設

し
尿

処
理

施
設

ご
み

処
理

施
設

工
場

そ
の
他

電
波
受
信
状
況

局
所
的
な
風
の
発
生
状
況

○

土
壌
に
係
る
有
害
項
目

地
盤
沈
下



正 

                            別
表
３
―
５

 
環
境
影
響
要
因
と
調
査
・
予
測
・
評
価
の
項
目
と
の
関
連
表
（
工
場
・
廃
棄
物
処

理
施
設
・
下
水
道
終
末
処
理
場
）

 

 

  

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

振
動

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
又

は
化

学
的
酸
素
要
求
量

○
△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

浮
遊
物
質
量

○
△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

窒
素
及
び
燐

○
△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

水
温

水
素
イ
オ
ン
濃
度

△
＊
３

△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

溶
存
酸
素
量

△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

そ
の
他
の
生
活
環
境
項
目

△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

健
康
項
目
等

○
△
＊
６

○
△
＊
６

○
○

強
熱
減
量

過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ

ム
に

よ
る

酸
素
消
費
量

底
質
に
係
る
有
害
物
質
等

○
○

○
○

地
下

水
の

水
質

地
下
水
の
水
質
に
係
る
有
害
項
目

○
○

○

○
○

○
○

○

土
壌

○
○

○
○

地
盤

○
○

○
○

△
＊
２

○

○

動
物

○
△
＊
２

○

○
○

△
＊
２

○

○
○

△
＊
２

○

△
＊
１

△
＊
１

生
態
系

○
△
＊
２

○

○
△
＊
２

○

○
○

○

自
然
と

の
ふ

れ
あ
い
の
場

○
△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

△
＊
２

○
△
＊
２

○
△
＊
２

日
照
阻
害

○
○

電
波
障
害

○
○

風
害

○
○

○
○

○
○

○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
＊
４

△
＊
５

△
＊
５

一
般
環
境
中

の
放

射
性

物
質
に
つ
い

て
調

査
、

予
測
及
び
評

価
さ

れ
る

べ
き
項
目

放
射
線
の
量

△
＊
７

△
＊
７

△
＊
７

△
＊
７

○
：
標
準
的
に
選
定
す
る
項
目
　
△
：
事
業
特
性
、
地
域
特
性
に
よ
り
選
定
す
る
項
目

＊
１
：
都
市
的
地
域
の
場
合

＊
２
：
立
地
条
件
に
よ
る

＊
３
：
沢
部
の
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
場
合

＊
４
：
業
種
に
よ
る

＊
５
：
フ
ロ
ン
等
を
含
む
廃
棄
物
を
処
理
す
る
場
合

＊
６
：
公
共
用
水
域
に
排
水
す
る
場
合

＊
７
：
放
射
性
物
質
が
相
当
程
度
拡
散
・
流
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

造
成

等
の

工
事

（
工
場

（
施

行
面

積
2
0
h
a
以
上

）
及

び
最
終
処
分
場
）

事
業
の
種
類

工
場
・
廃
棄
物
処
理
施
設
・
下
水
道
終
末
処
理
場

影
響
要
因
の
区
分

工
事

存
在
・
供
用

自
動

車
等

の
走
行

環
境
の
良
好

な
状

態
の

保
持

を
旨

と
し

て
調

査
、
予
測
及

び
評

価
さ

れ
る
べ
き
項
目

大
気
質

二
酸
化
窒
素
又
は
窒
素
酸
化
物

二
酸
化
硫
黄
又
は
硫
黄
酸
化
物

浮
遊
粒
子
状
物
質

炭
化
水
素

粉
じ
ん

大
気
質
に
係
る
有
害
物
質
等

騒
音
・

低
周

波
音

調
査
・
予
測
・
評
価
の
項
目

建
設

機
械

の
稼
働

環
境
影
響
要
因
の
例

資
材

運
搬

等
の

車
両

の
走
行

騒
音

低
周
波
音

振
動

悪
臭

臭
気
指
数
又
は
臭
気
の
濃
度

特
定
悪
臭
物
質

地
象

土
地
の
安
定
性

地
形
及

び
地

質
（

重
要

な
地

形
及

び
地

質
を

含
む
。
）

表
土
の
状
況
及
び
生
産
性

水
質

公
共

用
水

域
の
水
質

底
質

水
象

河
川
等
の
流
量
、
流
速
及
び
水
位

地
下
水
の
水
位
及
び
水
脈

温
泉
及
び
鉱
泉

堤
防
、
水
門
、
ダ
ム
等
の
施
設

生
物
の
多
様

性
の

確
保

及
び
自
然
環

境
の

体
系

的
保
全
を
旨

と
し

て
調

査
、
予
測
及

び
評

価
さ

れ
る
べ
き
項
目

保
全
す
べ
き
種

○

植
物

保
全
す
べ
き
種

植
生
及
び
保
全
す
べ
き
群
落

緑
の
量

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系

○

人
と
自
然
と

の
豊

か
な

ふ
れ
あ
い
の

確
保

及
び

快
適
な
生
活

環
境

の
保

全
を
旨
と
し

て
調

査
、

予
測
及
び
評

価
さ

れ
る

べ
き
項
目

景
観

景
観
資

源
（

自
然

的
景

観
資

源
及

び
歴

史
的

景
観
資
源
）

眺
望
景
観

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

史
跡
・

文
化

財

指
定
文
化
財
等

埋
蔵
文
化
財

日
影
の
状
況

環
境
へ
の
負

荷
の

量
の

程
度
に
よ
り

予
測

及
び

評
価
さ
れ
る
べ
き
項
目

廃
棄
物
等

廃
棄
物

残
土

雨
水
及
び
処
理
水

温
室
効

果
ガ

ス
等

温
室
効
果
ガ
ス

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質

工
場
（

施
行

面
積

2
0
h
a
以

上
）

及
び

最
終
処
分
場

放
射
線
の
量

施
設
の
稼
働

造
成
地
・
施
設
の
存
在

廃
棄

物
最

終
処
分
場

下
水

道
終

末
処
理
場

産
業

廃
棄

物
中

間
処

理
施
設

し
尿

処
理

施
設

ご
み

処
理

施
設

工
場

そ
の
他

電
波
受
信
状
況

局
所
的
な
風
の
発
生
状
況

○

土
壌
に
係
る
有
害
項
目

地
盤
沈
下
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